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内
閣
府
で
は
、
２
月
４
日
か
ら
２
月
５
日
に
か
け
て
、
県
外
の
製
造
業
及
び
物
流

関
連
業
の
代
表
者
等
の
方
々
に
沖
縄
の
豊
か
な
地
域
資
源
や
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

等
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
、「
沖
縄
力
発
見
ツ
ア
ー
２
０
１
５
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
県
外
企
業
１
７
社
が
参
加
し
、
那
覇
空
港
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
や
那
覇
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
国
際
物
流
拠
点
施
設
の
視
察
を
行

う
と
と
も
に
、
株
式
会
社
沖
縄
先
端
加
工
セ
ン
タ
ー
の
視
察
や
物
流
特
区
内
に
立
地

す
る
製
造
業
等
三
社
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。
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企
業
立
地
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
内
に
お
い
て
、

本
土
か
ら
物
流
特
区
内
に
立
地
す
る
製
造

業
等
三
社
（
株
式
会
社
ナ
ノ
シ
ス
テ
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
株
式
会
社
食
の
か
け

は
し
カ
ン
パ
ニ
ー
、
オ
ー
ピ
ー
・
バ
イ
オ
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社
）
か
ら
沖
縄
で

主
要
都
市
へ
配
送
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
各
施
設
に
お
い
て
沖
縄
国

際
物
流
ハ
ブ
の
概
要
や
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
実
際
に
貨
物

の
積
み
替
え
が
行
わ
れ
る
貨
物
上
屋
内
や

港
湾
の
視
察
を
行
う
な
ど
、
沖
縄
の
物
流

拠
点
と
し
て
の
可
能
性
を
実
感
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

～ 沖縄への投資促進や新たな産業の創出・振興を目指して ～

製造業及び物流関連業
企業による
「沖縄力発見ツアー２０１５」

　
ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー

　

県
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
企
業
の
方
々

と
、
酒
井
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
浦
崎
沖

縄
県
副
知
事
、
県
内
経
済
界
関
係
者
等
の

方
々
が
一
堂
に
会
し
、ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
参
加
者
は
、
県
内
企
業
、
大
学
・
研

究
機
関
や
業
界
団
体
等
と
の
情
報
交
換
を

行
い
、
相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
視　
察

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
那
覇
空
港
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
Ａ
Ｎ
Ａ)

、
国
際
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
４
号
棟
及
び
那

覇
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
、
沖

縄
国
際
物
流
ハ
ブ
の
中
心
と
な
る
施
設
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
の

中
心
に
位
置

す
る
沖
縄
県

は
、
そ
の
地

理
的
優
位
性

及
び
24
時
間

の
通
関
体
制

に
よ
り
、
深

夜
に
那
覇
空

港
に
届
い
た

貨
物
を
翌
朝

に
は
ア
ジ
ア

那覇空港貨物ターミナルビル（ＡＮＡ）の視察

株式会社沖縄先端加工センターの視察

ワーキング・ディナーにおける意見交換

立地企業からのプレゼンテーション

酒井政務官

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
や

課
題
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
た

だ
き
、
ツ
ア
ー
参
加
者
と
の
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
の
声

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、

▽
税
制
措
置
や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、

製
造
業
の
立
地
の
可
能
性
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

▽
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
増
便
や
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
拡
充
に
よ
り
、

沖
縄
県
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
人
・
モ
ノ

の
流
れ
が
一
層
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

▽
沖
縄
の
地
理
的
優
位
性
を
活
用
し
、製
造

業
の
誘
致（
共
同
出
資
）を
検
討
し
た
い
。

▽
沖
縄
の
優
位
性
に
関
す
る
本
土
の
認
識

が
未
だ
低
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
き

続
き
粘
り
強
く
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

内
閣
府
で
は
、
今
回
の
沖
縄
力
発
見
ツ

ア
ー
で
い
た
だ
い
た
様
々
な
方
々
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
御
指
摘
を
今
後
の
取
組
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


